
やしお市議会だより
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定
例
会
最
終
日
に
、
議
員
提
出
議

案
を
上
程
し
、
掲
載
の
意
見
書
の
ほ

か
、「
都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
居
住

者
の
居
住
の
安
定
を
求
め
る
意
見
書
」

に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
可
決
し
た
意
見
書
に
つ
い

て
は
、関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

中
川
右
岸
新
堤
防
の
早
期
全
堤

完
成
を
求
め
る
意
見
書

　

八
潮
市
は
、
周
囲
を
河
川
に
囲
ま

れ
る
地
理
的
要
因
か
ら
、
長
年
、
度

重
な
る
浸
水
被
害
を
被
っ
て
お
り
、

河
川
改
修
整
備
は
当
市
の
安
全
に
欠

か
せ
な
い
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
中
で
も
中
川
新
堤
防
の
築

造
に
つ
い
て
は
、
治
水
安
全
度
の
向

上
を
図
る
上
で
、
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
中
川
右

岸
新
堤
防
築
造
に
関
し
て
は
、
昭
和

　

年
か
ら
共
和
橋
か
ら
下
流
側
の
一

６１部
、
更
に
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

１９

２０

年
度
ま
で
に
、
八
條
橋
上
流
付
近
か

ら
、
現
在
の
終
端
で
あ
る
木
曽
根
地

先
ま
で
の
合
計
約
３
０
０
０
メ
ー
ト

ル
に
つ
い
て
完
成
築
堤
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
に
は
二
丁
目

２３

地
内
、
昭
和
用
水
（　

号
水
路
）
付

１５

近
の
築
堤
が
予
定
さ
れ
、
更
に
、
入

谷
落
し
か
ら
上
流
に
向
け
て
の
八
条

地
区
に
つ
い
て
、
数
年
後
に
は
築
堤

工
事
が
進
む
も
の
と
伺
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
八
潮
排
水
機
場

北
側
か
ら
上
流
の
八
條
橋
付
近
ま
で

及
び
現
在
の
終
端
で
あ
る
木
曽
根
地

先
か
ら
下
流
の
潮
止
橋
付
近
ま
で
の

工
事
時
期
に
つ
い
て
は
、
未
定
で
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
近
年
の
地

球
温
暖
化
に
よ
る
地
球
規
模
で
の
気

候
変
動
に
よ
り
、
記
録
的
な
集
中
豪

雨
が
多
発
す
る
中
、
こ
の
中
川
右
岸

新
堤
防
築
造
が
市
民
生
活
の
安
全
に

大
き
く
寄
与
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
中
川
右
岸
新
堤
防
の
全
堤
を

早
期
に
完
成
す
る
よ
う
、
強
く
要
望

す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第　

条
の
規

９９

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成　

年
６
月　

日

２２

１８
埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議

長　

内
閣
総
理
大
臣　

財
務
大
臣

国
土
交
通
大
臣

非
核
三
原
則
の
法
制
化
を
求
め

る
意
見
書

　

広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
爆
か
ら　
６４

年
が
経
過
し
た
。

　

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
、

核
兵
器
の
脅
威
と
被
爆
の
実
相
を
全

世
界
に
伝
え
る
と
共
に
「
非
核
三
原

則
」
を
国
是
と
す
る
核
兵
器
反
対
の

政
策
は
、
世
界
中
の
国
々
、
人
々
を

動
か
し
て
、
幾
度
と
な
く
訪
れ
た
核

兵
器
使
用
の
危
機
を
防
い
で
き
た
。

　

八
潮
市
議
会
は
、
平
成　

年
３
月

２０

に
「
非
核
日
本
宣
言
を
求
め
る
意
見

書
」を
、更
に
平
成　

年
３
月
に
は「
ヒ

２２

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
協
定
書
の
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
で
の
採
択
に
向
け
た

取
り
組
み
を
求
め
る
意
見
書
」
を
国

会
及
び
日
本
政
府
に
提
出
し
、
核
兵

器
の
廃
絶
を
求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
オ
バ
マ
大
統

領
が
、
昨
年
の
４
月
に
「
核
兵
器
の

な
い
世
界
」
を
追
求
し
て
い
く
こ
と

を
明
言
し
、
同
年
９
月
に
は
国
連
安

全
保
障
理
事
会
が
「
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
を
目
指
す
決
議
を
全
会
一
致

で
採
択
し
た
。
核
兵
器
廃
絶
を
目
指

す
潮
流
は
、
さ
ら
に
そ
の
流
れ
を
強

め
て
い
る
。

　

今
こ
そ
、
日
本
は
、
唯
一
の
被
爆

国
と
し
て
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て

主
導
的
役
割
を
果
た
す
と
き
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
「
非
核
三
原
則
」
を

国
是
と
し
て
掲
げ
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
法
制
化
を
早
急
に
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
国
際
世
論
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
明
確
な
意
思
を
示
す
必
要
が

あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
い

て
は
、
日
本
が
唯
一
の
被
爆
国
と
し

て
世
界
中
の
国
々
や
国
民
か
ら
か
け

ら
れ
て
い
る
期
待
の
大
き
さ
を
踏
ま

え
て
、「
非
核
三
原
則
」
の
法
制
化
を

早
期
に
決
断
す
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第　

条
の
規

９９

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成　

年
６
月　

日

２２

１８
埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議

長　

内
閣
総
理
大
臣　

総
務
大
臣

●請願処理結果一覧表 ※総文…総務文教、建水…建設水道、福環…福祉環境の略
市民民主共産公明自民議決結果付託委員会件　　　　　名請願番号

×××○○採　　択建　　水八潮市八條西地区に係る早期土地活用実現の為の手法の見直しに関する請願書請願第１号

●市長提出議案処理結果一覧表
市民民主共産公明自民議決結果付託委員会件　　　　　名議案番号

○○○○○原案承認総　　文専決処分の承認を求めることについて（八潮市税条例の一部を改正する条例）議案第３６号

○○○○○〃〃専決処分の承認を求めることについて（八潮市都市計画税条例の一部を改正する条例）議案第３７号

○○○○○〃福　　環専決処分の承認を求めることについて（八潮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）議案第３８号

○○○○○原案可決総文・福環平成２２年度八潮市一般会計補正予算（第１号）議案第３９号

○○○○○〃福　　環平成２２年度八潮市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）議案第４０号

○○○○○〃総　　文八潮市職員の育児休業等に関する条例及び八潮市職員の勤務時間、休日及び休暇に関
する条例の一部を改正する条例について議案第４１号

○○○○○〃〃職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する条例について議案第４２号

○○×○○〃〃八潮市税条例の一部を改正する条例について議案第４３号

○○○○○〃建　　水八潮市火災予防条例の一部を改正する条例について議案第４４号

○○○○○〃総　　文埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について議案第４５号

○○○○○〃〃彩の国さいたま人づくり広域連合を組織する地方公共団体の数の減少について議案第４６号

○○○○○〃福　　環埼玉県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少について議案第４７号

○○○○○〃建　　水物品購入契約の締結について議案第４８号

○○○○○原案同意付託省略八潮市固定資産評価員の選任について議案第４９号

○○○○○原案可決〃工事請負契約の締結について議案第５０号

○○○○○〃〃工事請負契約の締結について議案第５１号

●議員提出議案処理結果一覧表
市民民主共産公明自民議決結果付託委員会件　　　　　名議案番号

○○○○○原案可決付託省略中川右岸新堤防の早期全堤完成を求める意見書議第８号議案

○○○○○〃〃非核三原則の法制化を求める意見書議第９号議案

○○○○○〃〃都市再生機構賃貸住宅居住者の居住の安定を求める意見書議第１０号議案

○○○××原案否決〃ヒトＴ細胞白血病ウイルス１型（HTLV －１）関連疾患に関する意見書議第１１号議案

○×○××〃〃女性差別撤廃条約選択議定書の批准を求める意見書議第１２号議案

※自民…自民クラブ、公明…公明党、共産…日本共産党、民主…民主・市民クラブ、市民…市民と市政をつなぐ会。○は賛成、×は反対。

意

見

書

　

地
方
公
共
団
体
の
公
益
に 

関
す
る
事
件
に
つ
い
て
当
該

議
会
の
一
機
関
と
し
て
の
意

思
を
意
見
に
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

用
語

意
見
書
と
は


